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ふるさと御所
歴史探訪

　

こ
の
「
歴
史
探
訪
」
は
、
平
成
25
年
１

月
号
に
「
お
か
げ
参
り
」
に
つ
い
て
書
き
、

そ
の
後
、
地じ

か
た
も
ん
じ
ょ

方
文
書
に
基
づ
い
て
い
ろ
い

ろ
書
き
ま
し
た
が
、
今
回
で
終
わ
り
に
し

ま
す
。
最
後
に
、
御
所
に
つ
い
て
書
く
こ

と
に
し
ま
す
。

　

御
所
と
い
う
地
名
が
確
認
で
き
る
最
も

古
い
も
の
は
、
興
福
寺
の
僧
英え

い
し
ゅ
ん俊
が
書
き

残
し
た
『
多た

も
ん
い
ん

聞
院
日
記
』
の
文ぶ

ん
ろ
く禄

12
年

（
１
５
６
９
）
７
月
17
日
条
で
あ
り
、「
御

所
庄
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
世

に
御
所
刑ぎ

ょ
う
ぶ部
秀
全
（
姓
名
の
読
み
不
明
）

と
い
う
郷ご

う
し士

が
い
た
こ
と
が
複
数
の
史
料

で
確
認
で
き
ま
す
。
住
ん
で
い
た
人
物
の

氏う
じ
め
い名

が
集
落
名
に
な
っ
た
の
か
、
ま
た
は
、

そ
の
逆
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

御
所
市
内
に
は
、
中
世
の
郷
士
名
と
現

在
の
大
字
名
等
が
一
致
し
て
い
る
所
が
あ

り
ま
す
。『
南
葛
城
郡
誌
』
の
「
本
郡
の
郷

士
一
覧
」
に
は
、
御
所
氏
以
外
に
左
記
の

郷
士
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。

　
半
田
（
吐
田
）
但
馬
守
（「
半
田
と
は
北

名
柄
、
南
は
佐
田
迄
を
い
ふ
」
と
あ
り
ま

す
）、
名
柄
主
馬
薫
数
、
小
林
右
衛
門
殿
光

之
、
佐
味
兵
庫
数
豊
、
倶
尸
羅
（
櫛
羅
）

監
物
光
資
、
楢
原
周
防
守
、
十
楚
（
十
三
）

勘
右
衛
門
、
本
馬
数
馬
、
戸
気
（
戸
毛
）

安
房
、
松
本
助
六
、
柳
原
勝
助

　

国
土
地
理
院
の
２
万
５
千
分
の
１
の
地
形

図
に
書
か
れ
て
い
る
地
名
を
集
め
た
『
新
日

本
地
名
索
引
』（
ア
ポ
ッ
ク
社
、
１
９
９
３
）

に
は
、
16
ヶ
所
の
「
御
所
」
と
い
う
地
名
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
「
ゴ
セ
」
と
読
む
の

は
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
御
所
と
当
市
だ
け

で
、他
の
所
は
「
ゴ
シ
ョ
」
と
読
む
よ
う
で
す
。

以
前
、
か
つ
ら
ぎ
町
御
所
の
区
長
さ
ん
に
聞

き
取
り
を
し
ま
し
た
。「
江
戸
時
代
以
前
は『
ゴ

シ
ョ
』
で
あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
後
、
恐
れ

多
い
の
で
奈
良
県
の
『
ゴ
セ
』
を
真
似
て
変

更
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

御ご

せ所
と
い
う
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
よ
く

質
問
を
受
け
ま
す
。
い
く
つ
か
の
説
が
あ
り

ま
す
が
、
信
頼
で
き
る
も
の
は
な
い
よ
う
で

す
。
た
だ
、
御
所
と
い
う
郷
士
が
住
ん
で
い

た
こ
と
は
確
か
で
、
こ
の
人
の
呼
び
名
が
「
ゴ

セ
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
『
西
国
三
十
三
所
名
所
図
会
』（
嘉か

え
い永

６

年（
１
８
５
３
）刊
）の
絣か

す
り

の
説
明（
写
真
１
）

に
は「
五ご

し
ょ所

」と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

同
書
の
鴨
都
波
神
社
の
説
明
等
は
、「
御
所

村
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
当
時
は
、
文

字
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。『
大

和
名
所
図
会
』（
寛
政
３
年（
１
７
９
１
）刊
）

も
「
御
所
村
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
寛

保
３
年
（
１
７
４
３
）
以
降
は
、
御
所
町

で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
詳
し
く
は

拙
著
『
近
世
後
期
大
和
国
御
所
町
に
関
す

る
研
究
』
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
池
田
末
則
氏
の「
御
所
市
の
命
名
を
め
ぐ
っ

て
」（『
地
名
学
研
究
』
18
号
、
１
９
６
１
）

に
よ
る
と
、昭
和
33
年（
１
９
５
８
）に
葛
村
、

葛
上
村
、
大
正
村
、
御
所
町
が
合
併
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
き
、「
御
所
市
」
に
す
る

か
「
葛
城
市
」
に
す
る
か
が
、
大
き
な
問

題
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
結
論
が
で
な
い

状
況
で
、
当
時
の
副
知
事
の
斡あ

っ
せ
ん旋
で
「
葛

御
所
に
つ
い
て

写
真
1

城
は
将
来
、
南
北
葛
城
の
合
併
を
機
に
名

付
け
る
」
と
い
う
こ
と
で
「
御
所
市
」
に

決
定
し
た
そ
う
で
す
（
当
時
は
、
南
葛
城

郡
と
北
葛
城
郡
が
あ
り
ま
し
た
）。

　
最
後
に
図
１
に
示
し
た
市
章
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　
昭
和
55
年
に
発
行
さ
れ
た
「
わ
た
し
た

ち
の
御
所
市
」
に
書
か
れ
て
い
る
「
由
来
」

の
要
約
は
左
記
の
通
り

で
す
。
な
お
、「
古
」

を
字
母
と
す
る
「
こ
」

の
変
体
仮
名
を
写
真
2

に
示
し
ま
す
。　

　　
「
ご
せ
」
の
「
こ
」
の
字
を
図
案
化
し

た
も
の
で
昭
和
33
年
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
円
い
太
線
は
円
満
な
る
和
、
中
央
は

鋭
く
た
く
ま
し
く
発
展
す
る
姿
を
表
わ
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

　
今
回
で
「
歴
史
探
訪
」
は
終
わ
り
ま
す

が
、
今
ま
で
の
こ
と
で
ご
質
問
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
申
し
越
し
く
だ

さ
い
。
次
号
か
ら
「
ふ
る
さ
と
御
所　
文

芸
探
訪
」
と
し
て
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
（
文
責　
中
井
陽
一
）
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